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野草スケッチ ワレモコウ（バラ科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1996/10/28  稲城市浜坂口   絵と文 Ｔａ 

 

菅平は、冬のスキー、夏のラグビー合宿などで知られた高原である。 

信州にあった家からは車で２０分、「我が家の奥庭」だった。 

ワレモコウというと、なぜか菅平高原を思い浮かべる。 

最初にワレモコウを見たのが菅平高原だったのだろうか。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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鳥などでは「刷り込み」という現象が知られている。 

卵から孵ったばかりの雛は、自分よりも大きくて動くものを「親」と思うらしい。 

雛の傍にやかんを置いて動かすと、やかんが親として刷り込まれるのだという。 

やかんを持った人の後を、並んで追いかけている雛の写真を見たことがある。 

私もワレモコウを見た瞬間に、菅平高原が刷り込まれたのかもしれない。 

 

ワレモコウは多摩丘陵にも分布している。 

日当たりがよく、自然度の高い草原が好みなのだが、そういう環境は丘陵には少

ない。 

高原のような大群落は望むべくもない状況といえる。 

数株がぱらぱらと生えているのがせいぜいだ。 

それでも、咲いているとうれしい。 

 

ワレモコウはバラ科なのだが、ちっともバラ科らしくない。 

特徴的な赤いボールは、１個の花ではなく、小さな花がたくさん集まったものだ。 

１つの花を仔細に見ると、花弁はなくて、４個のガク片があるだけだ。 

バラ科の花は、ノイバラやサクラのように、５個の花弁とガク片から成り立って

いるものが多い。 

その点でもワレモコウはバラ科の中では異端児といえる。 

 

バラ科とは何なのか、疑問に思っていたところ、「回答」に出会えた。 

前川文夫博士の「日本人と植物」（岩波新書）という本だ。 

要約すると、「なんとなく直感で似たものを集め、必ず莢がなるものをマメ科とし

てまとめる、めしべが２枚の心皮からなるものをユキノシタ科でくくる・・・こ

うやって、まとまるものをはずしていくと、ある１群が残る。残ったものをバラ

科と称する」というのだ。 

思わず、う～んとうなってしまった。 

植物学者がいうのだから、というわけではないが、妙に納得できる。 

いいかげんな話みたいだが、染色体で調べると、バラ科は、やはり共通したグル

ープなのだそうである。 

 

ワレモコウはバラ科の中の異端児とはいえ、仲間がいる。 

・ナガボノアカワレモコウ・・・田島湿原近くの田んぼで見た 

・ナガボノシロワレモコウ・・・箱根仙石原の湿生花園にあったと思う（栽培）
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・カライトソウ・・・白馬～唐松岳へ登ったときに咲いていた 

・タカネトウウチソウ・・・どこかで見た記憶はあるのだが？？ 

これらの一群は、どういう進化の道筋を経て、今の姿にたどり着いたのであろう

か。 

 

さきほど、「咲いている」と書いたが、咲いているのかどうか、見定め難い。 

つぼみの状態でも花終わりでも遠目には同じように見える。 

「近くば寄って目にも見よ」というところか。 

おしべが突き出して、花粉を飛ばす状態が「咲いている」状態だ。 

上から下へ順に咲く。 

やはり、咲いている花が一番輝いて見える。 

 

私も一花咲かせて輝いてみたいものだ。 

おっと、これはタワゴトでした。 

（２０００年９月記） 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

〔行事記録〕１２月１３日 穴沢天神・焼き芋大会 

１２月１３日焼き芋大会ではお世話になり

ました。 

今年は何時もより一寸小さい焚き火でした

が都内で大規模に焚き火をして焼き芋が出

来るなんて・・・すっかり焚き火の虜なり

ました。 

いつまでも出来るといいですね。 

 

サツマイモ、ジャガイモ、サトイモ、 

ホドイモいろいろ焼きました。 

後でこっそりと餅も焼きました。 

美味しく焼けた画像が無いのが残念です。 

 

火を囲んでＴａさんの伴奏で歌声が・・・ 

（田沢 信夫） 
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〔行事予定〕2010/1/16（土） 黒川・七草摘み 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、小田急多摩線・黒川駅南口階段下 ※会旗目標 

改札口は一個所だけです 

交 通 小田急線・新百合ヶ丘駅より唐木田行きに乗換えて３駅目   

京王相模原線・永山駅で小田急多摩線に乗換え２駅目です 

京王線利用者は、京王相模原線・若葉台駅から徒歩（１０分弱）が

便利 

行く先 

（解散場所） 

黒川の谷戸で七草摘みをします。黒川駅にてｐｍ３時頃解散予定 

 

見所 

 その他 

七草粥用のセリ、ナズナ、オギョウ（ハハコグサ）、ハコベラ（ハ

コベ）、ホトケノザ（コオニタビラコ）などを摘みます 。 

摘んだ七草は翌日の七草粥用です。個人的に持ち帰ったりしないで

ください 

地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 黒川駅→汁守神社→（黒川の谷戸で七草摘み＆昼食）→汁守神社→

黒川駅（解散・・・１５時ころ） （上の地図を参照ください）  

コースは天候その他により変更する場合があります 

※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円。
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〔行事予定〕2010/1/17（日） 恒例・七草粥 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、京王相模原線稲城駅 ※会旗目標 

交 通 京王線調布駅から相模原線橋本行快速または各停で４駅目 

多摩モノレールの場合は多摩センター駅で京王線に乗換えて 

３駅目 

小田急線の場合は、永山駅、または多摩センター駅で京王線に 

乗換え 

稲城駅には急行は停まりませんのでご注意ください   

行く先 

（解散場所） 

稲城市城山文化センター（向陽台）での恒例・七草粥です 

現地で解散。最寄駅は稲城駅です 

城山文化セ

ンターの場

所 

 

 

 

 

 

 

 

見所 

 その他 

当会の新年会を兼ねて七草粥を作り、皆で頂きます  

２０１0 年度の「稲城野草散策の会」の行事予定を決めます  

お汁粉、つまみ、お茶・ジュースなどの飲み物は幹事が用意します 

差し入れ大歓迎！！  

新年会での飲酒は最近の傾向から自粛することにして居ります  

 ※雨天決行 参加申込み不要、会費当日５００円 

〔募集・２０１０年度観察会の推薦場所〕 

 ２０１０年度の観察会の希望の場所を募集します。皆様からのご提案をお待ちし

ます。月例の場所としては、１２月の焼き芋大会、１月の七草摘み、稲城ふれあ

いの森、三沢川下りなど稲城周辺での観察会があります。ほかにバスハイク観察

会１回を考えています。 

過去のバスハイク観察会は、000806（日）乙女峠、010729（日）三ツ峠、

020627（日）三窪高原、030724（木）高峰高原、040722（木）入笠山、

050714（木）高ボッチ、060427（木）函南原生林、070720（金）霧ヶ峰

高原、080523（金）清里、090627（土）すずらんの森です。
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〔行事予定〕2010/2/14（日） 多摩美の森 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、京王相模原線・京王よみうりランド駅改札口付近 

京王よみうりランド駅の改札口は一個所だけです 

交 通 京王線調布駅から京王相模原線橋本行快速または各停で３駅目 

多摩モノレールは、多摩センター駅で京王線に乗換えて４駅目 

小田急線の場合は、永山駅または多摩センター駅で京王線に乗換え 

京王よみうりランド駅には急行は停まりませんのでご注意ください 

行く先 

(解散場所） 

小田急線・読売ランド前駅 ｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

おなじみの樹木を「高木の見方」を主体に観察します。ここには多

摩丘陵では珍しいナツハゼがあります 

地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 京王よみうりランド駅→穴沢天神→小沢城址→菅仙石→寿福寺→フ

ルーツパーク→巨人軍宿舎前→多摩美の森→雑木林の道→日本女子

大→小田急読売ランド前駅（解散） 

コースは天候その他により変更する場合があります 

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 


